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　新年あけましておめでとうございます。
癸（みずのと）卯は努力が実を結び成長し
飛躍する年といわれています。
　昨年のウクライナ危機・物価の高騰
など乗り越え、今年一年が皆様にとって
良い一年になることを願っています。
　これからも親しまれる議会だよりの発
行に努めてまいります。

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

令和5年3月定例会は、3月3日（金）から始まる予定です。

　文
化
協
会
ち
ぎ
り
絵
部
は

講
師
の
自
宅
、
中
央
公
民
館
、

図
書
館
の
三
カ
所
の
グ
ル
ー

プ
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
な
い
時
は
、
バ

ス
を
貸
し
切
り
が
ん
ぴ
舎

（
米
子
）
に
紙
を
買
い
に
い

く
の
で
す
が
、
旅
行
を
兼
ね

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
こ
と
が
出

来
ず
残
念
で
す
。
各
自
各
々

の
デ
ザ
イ
ン
を
思
い
浮
か
ん

で
い
る
作
品
に
思
い
を
寄
せ

て
、
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
バ

ス
の
中
は
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
す
。

　二
月
の
合
同
展
、
文
化
祭
、

十
一
月
に
は
ち
ぎ
り
絵
展
示

が
あ
り
ま
す
。
展
示
中
は
、

文
化
協
会
の
書
道
部
の
人
々

の
協
力
の
お
か
げ
で
生
花
を

飾
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　会
場
は
一
段
と
華
や
か
に

な
り
ま
す
。
こ
の
展
示
の
た

め
の
作
品
作
り
は
、
苦
悩
し

な
が
ら
も
、
出
来
上
が
っ
た

作
品
に
は
喜
び
が
こ
み
あ
が

っ
て
き
ま
す
。

　あ
り
が
た
い
事
に
毎
年
大

勢
の
人
々
に
お
い
で
頂
き
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
員
達
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、
笠
岡
ワ
コ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
の
展
示
も
さ
せ

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

シ

リー
ズ 活活動動こんなこんな しています！しています！

第9回

（11）……………………………………………町政を問う！（4人が登壇）
（16）…………シリーズ こんな活動をしています（文化協会 ちぎり絵部）

里
庄
町
文
化
協
会

　
　
　 

ち
ぎ
り
絵
部

………………………………………………………………（3）条例一部改正
…………………………………………………………………（9）委員会研修

（佐藤）

夢に向かって（はたちの集い）夢に向かって（はたちの集い）
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令
和
４
年
第
９
回
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
補
正
予
算
６
件
、
条
例
の

一
部
改
正
５
件
、
人
事
案
件
１
件
、
里
庄
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
各
１
件
、
議
員
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
予
算
決
算
委
員
会
に
、
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て
は
、
建
設
福
祉
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
に
は
４
人
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定例
　会
定例
　会
定例
　会

月
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229号線延伸工事

12定
例
会

町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

　
浜
中
北
地
区
か
ら
西
の
平

地
区
に
渡
る
、
矢
形
川
一
踏

切
の
封
鎖
に
伴
い
、
新
庄
３

３
１
号
線
の
全
長
３
８
１
ｍ

人  

事

人
権
擁
護
委
員

里
庄
町
里
見定

兼
　
美
智
子
氏

　
さ
ら
に
、
１
億
円
の
寄
付

が
見
込
ま
れ
る
た
め
の
、
返

礼
事
務
の
委
託
料
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
見
込
み
額

２
億
円
を
３
億
円
に
上
方
修

正
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

事
務
委
託
料

　 

　５
２
１
０
万
円

　
利
用
者
の
増
加
に
よ
る
、

障
害
者
自
主
支
援
医
療
公
費

負
担
額
、
就
労
継
続
支
援
給

付
費
の
増
加
分
で
す
。

障
害
福
祉
事
業

　    

　８
１
２
万
円

　
公
定
価
格
の
見
直
し
増
加

分
で
す
。

保
育
園
施
設
給
付

事
業

　 

　２
３
２
０
万
円

　
里
見
２
２
９
号
線
を
東
に

延
伸
す
る
町
道
里
見
７
１
６

号
線
道
路
改
良
工
事
（
２
期

分
）
費
用
で
す
。

道
路
新
設
改
良
工
事

請
負
費

　 

　３
５
０
０
万
円

　
役
場
南
の
予
定
地
で
、
面

積
３
２
０
０
㎡
、
１
０
５
台

分
の
予
定
で
す
。

役
場
駐
車
場
用
地
の

測
量
設
計
費

　 

　  

４
３
４
万
円

　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
増
加
に
と
も
な
う
扶

助
費
増
加
分
で
す
。

児
童
発
達
支
援
事
業

　 

　１
３
１
４
万
円

補
正
予
算 

一
般
会
計
主
な
事
業

　
　
　
　
　
廃
止
路
線
の
起

点
は
５
９
１
４
番
地
だ
が
、

認
定
は
６
１
０
３
番
地
の
１
。

そ
の
間
は
町
道
か
ら
外
れ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
は
５
９

１
４
番
地
は
な
い
。

　
起
点
は
全
く
同
じ
。

藤
井
議
員

農
林
建
設
課
長

線
路
際
へ

　行
く
道
は

起
点
の
変
わ
っ
た

部
分
は

　
　
　
　
　
終
点
の
と
こ
ろ

は
道
路
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
線
路
際
の
土
地

に
は
行
く
道
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
程
度

の
幅
は
土
手
と
し
て
残
る
の

で
、
通
路
と
し
て
は
今
ま
で

ど
お
り
通
れ
る
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

町
条
例

一部
改
正

里
庄
町
課
設
置
条
例

　
町
民
課
の
税
務
担
当
を
税

務
課
と
し
て
分
課
し
ま
す
。

　
既
設
課
の
国
土
調
査
室
は

廃
室
と
な
り
、「
ま
ち
整
備
課
」

を
新
設
し
、
重
点
事
業
を
、

「
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」を
進

め
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
参
事
を
増
員
し
、

組
織
強
化
を
図
り
ま
す
。

里
庄
町
議
会
議
員
及
び
里
庄

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例

○
選
挙
運
動
用
自
動
車
に
係

　
る
公
費
負
担
額

※
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借

　
入

　
一
日
当
た
り
１
６
１
０
０

　
円
に

（
告
示
日
か
ら
、
選
挙
期
日

　
の
前
日
ま
で
）

※
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
燃

　
料
一
日
当
た
り
の
供
給

　
７
７
０
０
円
×
選
挙
期
日

　
の
前
日
ま
で
の
日
数
（
一

　
日
当
た
り
の
上
限
は
な
し
）

○
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

　
作
成
単
価

　
町
長
選
挙
　
５
０
０
０
枚

　
議
員
選
挙
　
１
６
０
０
枚

　
７
円
73
銭
／
枚

○
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

　
作
成
単
価

　
１
１
７
４
円
／
枚

に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

里
庄
町
職
員
定
数
条
例

　
町
長
部
局
職
員
を
、
10
人

増
員
し
72
人
と
し
ま
す
。
全

体
で
、
１
０
１
人
と
な
り
ま

す
。

　
必
要
に
応
じ
増
員
し
ま
す
。

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

○
初
任
給

　
大
卒
程
度
　
３
０
０
０
円

　
高
卒
者
　
　
４
０
０
０
円

引
き
上
げ
ま
す
。

○
号
　
俸

　
30
歳
台
半
ば
ま
で
の
号
俸

金
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
平
均
改
定
率
は
、
０
・
３

％
で
す
。

○
勤
勉
手
当

　
令
和
４
年
12
月
に
支
給
さ

れ
る
支
給
月
数
を
０
・
95
月

か
ら
１
・
05
月
に
引
き
上
げ

改
定
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の

支
給
月
数
は
、

６
月
１
・
０
月

12
月
１
・
０
月

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

を
廃
止
し
、
踏
切
付
近
か
ら

北
側
を
除
く
２
９
０
・
８
m

を
新
庄
３
３
１
号
線
と
し
て

再
認
定
す
る
も
の
で
す
。

里
庄
町
営
住
宅
管
理
条
例

　
同
居
親
族
要
件
を
廃
止
し
、

単
身
で
も
入
居
条
件
が
合
致

し
て
い
れ
ば
、
入
居
の
申
請

が
で
き
る
事
に
な
り
ま
す
。

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　 （補正額）

（1億5695万円）
（5万円）

（321万円）
（△478万円）

　
（70万円）
（4万円）

　
（7万円）
（7万円）
（1万円）
（1万円）

58億3693万円
10億8261万円
12億2524万円
1億8518万円

　　　
2億8550万円
1億2495万円

　　
3億9736万円
3億5158万円
2億7387万円
4億5723万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
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車
の
借

　
入

　
一
日
当
た
り
１
６
１
０
０

　
円
に

（
告
示
日
か
ら
、
選
挙
期
日

　
の
前
日
ま
で
）

※
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
燃

　
料
一
日
当
た
り
の
供
給

　
７
７
０
０
円
×
選
挙
期
日

　
の
前
日
ま
で
の
日
数
（
一

　
日
当
た
り
の
上
限
は
な
し
）

○
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

　
作
成
単
価

　
町
長
選
挙
　
５
０
０
０
枚

　
議
員
選
挙
　
１
６
０
０
枚

　
７
円
73
銭
／
枚

○
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

　
作
成
単
価

　
１
１
７
４
円
／
枚

に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

里
庄
町
職
員
定
数
条
例

　
町
長
部
局
職
員
を
、
10
人

増
員
し
72
人
と
し
ま
す
。
全

体
で
、
１
０
１
人
と
な
り
ま

す
。

　
必
要
に
応
じ
増
員
し
ま
す
。

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

○
初
任
給

　
大
卒
程
度
　
３
０
０
０
円

　
高
卒
者
　
　
４
０
０
０
円

引
き
上
げ
ま
す
。

○
号
　
俸

　
30
歳
台
半
ば
ま
で
の
号
俸

金
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
平
均
改
定
率
は
、
０
・
３

％
で
す
。

○
勤
勉
手
当

　
令
和
４
年
12
月
に
支
給
さ

れ
る
支
給
月
数
を
０
・
95
月

か
ら
１
・
05
月
に
引
き
上
げ

改
定
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の

支
給
月
数
は
、

６
月
１
・
０
月

12
月
１
・
０
月

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

を
廃
止
し
、
踏
切
付
近
か
ら

北
側
を
除
く
２
９
０
・
８
m

を
新
庄
３
３
１
号
線
と
し
て

再
認
定
す
る
も
の
で
す
。

里
庄
町
営
住
宅
管
理
条
例

　
同
居
親
族
要
件
を
廃
止
し
、

単
身
で
も
入
居
条
件
が
合
致

し
て
い
れ
ば
、
入
居
の
申
請

が
で
き
る
事
に
な
り
ま
す
。

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　 （補正額）

（1億5695万円）
（5万円）

（321万円）
（△478万円）

　
（70万円）
（4万円）

　
（7万円）
（7万円）
（1万円）
（1万円）

58億3693万円
10億8261万円
12億2524万円
1億8518万円

　　　
2億8550万円
1億2495万円

　　
3億9736万円
3億5158万円
2億7387万円
4億5723万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
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町民課窓口

質
　疑

佐
藤
議
員

質
　疑

　
　
　
　
　
以
前
は
町
民
課

と
税
務
課
は
別
に
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
一
緒
に
し
て
、

ま
た
今
度
分
割
す
る
事
情
は
。

　
　
　
　
　
窓
口
業
務
が
若

手
職
員
も
多
く
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
。
職

員
が
一
体
的
に
対
応
で
き
る

た
め
に
、
一
つ
の
課
に
し
た
。

　
そ
の
反
面
、
課
長
の
権
限

が
、
多
く
か
か
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
、
課
長
の
権
限

を
や
は
り
分
け
た
ほ
う
が
い

い
と
判
断
し
税
務
課
と
町
民

課
に
分
割
す
る
事
に
し
た
。

　
　
　
　
　
業
務
量
は
、
健

康
福
祉
課
が
大
変
に
な
っ
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。
健
康

福
祉
課
を
分
け
て
も
い
い
と

感
じ
る
が
。

　
　
　
　
　
健
康
福
祉
課
の

業
務
量
が
増
え
た
訳
で
は
な

い
。
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
、
課
長
職
を
１
名
増
員

す
る
。

　
具
体
的
に
は
ま
だ
決
め
て

な
い
が
、
工
夫
を
し
な
が
ら

配
置
に
つ
い
て
は
対
応
し
て

い
き
た
い
。

12月定例会

　
条
例
関
係
で
３
人
が
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
１
人
が
質
疑
し
ま
し
た
。

町
民
課
分
課
の
事
情
は

質
　疑
質
　疑
質
　疑

▼
健
康
福
祉
課
の
分
課
判
断
は
な
か
っ
た
の
か

▼
職
員
定
数
10
人
増
の
説
明
を

課
設
置
条
例

職
員
定
数
条
例

佐
藤
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
健
康
福
祉
課

を
分
課
す
る
と
い
う
判
断
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
健
康
福
祉
課
は
、

分
課
は
し
な
い
が
、
今
の
予

定
で
は
課
長
と
参
事
職
を
置

い
て
課
長
の
負
担
を
軽
く
し

て
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
ス
ム

ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
現
実
的
に
町
の
状

況
で
は
無
理
。

　
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
、

一
人
一
人
の
職
員
が
、
子
育

て
・
高
齢
者
と
、
い
ろ
い
ろ

な
専
門
分
野
を
や
っ
て
い
る

の
で
複
数
の
課
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
組
織
変
更
さ

れ
る
課
以
外
の
課
は
、
何
も

言
わ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
ほ
か
の
課
か
ら

も
、
こ
う
し
た
い
、
人
が
足

り
な
い
等
、
い
ろ
い
ろ
と
意

見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
新
設
さ
れ
る

ま
ち
整
備
課
の
内
容
を
尋
ね

る
。

　
　
　
　
町
の
整
備
を
ど
う

や
っ
て
進
め
て
い
く
か
が
、

基
本
的
な
考
え
方
。

　
こ
れ
が
最
終
形
で
は
な
く

必
要
で
あ
れ
ば
課
の
設
置
条

例
を
改
正
す
る
。

健
康
福
祉
課
の
分
課
判
断
は

総
務
課
長

総
務
課
長

仁
科
千
議
員

町

　長

　
　
　
　
　
　
類
似
団
体
の

職
員
数
の
状
況
を
。

　
　
　
　
　
類
似
団
体
数
は

全
国
で
57
団
体
。

　
人
口
１
万
人
あ
た
り
全
国

自
治
体
職
員
数
で
見
る
と
、

里
庄
町
は
、
69
・
06
人
で
６

番
目
に
少
な
い
。

　
一
般
行
政
職
（
教
育
委
員

会
を
除
く
）
で
は
、
平
均
が

86
・
８
人
、
里
庄
町
は
約
49

人
で
57
団
体
中
２
番
目
に
少

な
い
。

　
　
　
　
　
　
10
人
を
増
や

す
説
明
を
。

　
　
　
　
　
課
題
を
整
理
し

て
い
く
中
で
、
人
員
が
不
足

し
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　
職
務
内
容
が
多
様
化
、
専

門
性
が
必
要
に
な
る
業
務
が

増
え
て
き
た
。

　
定
年
延
長
が
始
ま
る
の
で
、

10
人
増
の
説
明
を

総
務
課
長

仁
科
千
議
員

　
　
　
　
　
　
新
設
さ
れ
る

予
定
の
ま
ち
整
備
課
の
業
務

が
中
途
半
端
に
な
っ
て
る
気

が
す
る
が
。

　
　
　
　
　
ま
ち
整
備
課
の

業
務
内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
一
番
の
重
点

事
項
に
な
る
。

　
都
市
計
画
業
務
全
て
を
、

新
し
い
課
に
移
管
す
る
わ
け

で
は
な
い
。

ま
ち
整
備
課
の
業
務
が
中
途
半
端

総
務
課
長

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

仁
科
千
議
員

町

　長

年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
の
ス
タ
ッ
フ
で
頑
張
れ

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
。
余

裕
を
持
っ
た
中
で
職
員
も
働

き
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出

し
た
り
、
地
域
の
こ
と
を
吸

収
す
る
と
か
が
、
今
後
の
里

庄
町
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
。

　
以
上
の
状
況
判
断
か
ら
10

人
と
し
た
。
一
度
に
10
人
採

用
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
20
年
後
を
見

据
え
た
場
合
、
定
員
構
成
、

金
額
面
で
、
こ
れ
か
ら
の
里

庄
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
今
ま
で
定
数
以
下

で
や
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
20
年
後
、
ど
の

よ
う
な
行
政
需
要
が
あ
る
の

か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は

分
か
ら
な
い
。
必
要
に
応
じ

て
職
員
は
採
用
し
て
い
く
。

　
財
政
に
与
え
る
負
担
は
増

え
る
、
そ
こ
ら
辺
は
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
例
え
ば
精
神
、
障
害
、
介

護
等
の
相
談
は
専
門
職
が
必

要
な
の
で
採
用
し
た
い
。

　
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
財
政
的
に
は
、
当
然
人
件

費
だ
か
ら
負
担
が
か
か
る
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

上
で
は
必
要
な
経
費
だ
と
考

え
る
。

仁
科
千
議
員

町

　長

総
務
課
長

仁
科
英
議
員

　
　
　
　
　
　
都
市
計
画
、

開
発
行
政
指
導
の
問
題
な
ど
、

課
が
分
か
れ
て
い
て
も
う
ま

く
運
用
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
随
時
部
署
間
で

の
打
ち
合
わ
せ
や
、
毎
週
課

長
会
議
も
開
い
て
、
調
整
を

し
て
い
る
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

総
務
課
長

仁
科
英
議
員

　
　
　
　
　
　
一
定
の
時
期

に
整
備
再
編
が
必
要
と
な
れ

ば
、
実
現
す
べ
き
で
は
。
答

弁
を
。

　
　
　
　
　
新
た
な
課
の
設

置
条
例
の
一
部
改
正
も
あ
る

か
と
思
う
。

　
４
月
か
ら
実
施
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

仁
科
英
議
員
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は
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そ
れ
を
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は
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。
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が
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に
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が
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と
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と
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民
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に
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事
に
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業
務
量
は
、
健

康
福
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課
が
大
変
に
な
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て
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る
と
捉
え
て
い
る
。
健
康

福
祉
課
を
分
け
て
も
い
い
と

感
じ
る
が
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健
康
福
祉
課
の

業
務
量
が
増
え
た
訳
で
は
な

い
。
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
、
課
長
職
を
１
名
増
員

す
る
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具
体
的
に
は
ま
だ
決
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な
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が
、
工
夫
を
し
な
が
ら

配
置
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
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た
い
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条
例
関
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で
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人
が
、
一
般
会
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予
算
で
１
人
が
質
疑
し
ま
し
た
。
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民
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分
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の
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質
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健
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福
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課
の
分
課
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か

▼
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定
数
10
人
増
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を
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総
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課
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健
康
福
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課

を
分
課
す
る
と
い
う
判
断
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
健
康
福
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課
は
、

分
課
は
し
な
い
が
、
今
の
予

定
で
は
課
長
と
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を
置

い
て
課
長
の
負
担
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く
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て
、
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民
サ
ー
ビ
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が
ス
ム
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ズ
に
い
く
よ
う
に
と
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え
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る
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現
実
的
に
町
の
状

況
で
は
無
理
。

　
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
、

一
人
一
人
の
職
員
が
、
子
育

て
・
高
齢
者
と
、
い
ろ
い
ろ

な
専
門
分
野
を
や
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の
で
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数
の
課
に
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け
る
こ

と
が
で
き
な
い
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組
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変
更
さ

れ
る
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以
外
の
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は
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何
も

言
わ
な
か
っ
た
の
か
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ほ
か
の
課
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ら

も
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う
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た
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、
人
が
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な
い
等
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ろ
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と
意

見
が
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た
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新
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さ
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ま
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課
の
内
容
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の
整
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を
ど
う

や
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て
進
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て
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く
か
が
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基
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的
な
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方
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こ
れ
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最
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形
で
は
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必
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で
あ
れ
ば
課
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分
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長
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　長

　
　
　
　
　
　
類
似
団
体
の

職
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数
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状
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を
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似
団
体
数
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全
国
で
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団
体
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人
口
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り
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国

自
治
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見
る
と
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は
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69
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06
人
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目
に
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一
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（
教
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委
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会
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）
で
は
、
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均
が
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人
、
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は
約
49
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で
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団
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目
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。

　
　
　
　
　
　
10
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や

す
説
明
を
。

　
　
　
　
　
課
題
を
整
理
し

て
い
く
中
で
、
人
員
が
不
足

し
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　
職
務
内
容
が
多
様
化
、
専

門
性
が
必
要
に
な
る
業
務
が

増
え
て
き
た
。

　
定
年
延
長
が
始
ま
る
の
で
、

10
人
増
の
説
明
を

総
務
課
長

仁
科
千
議
員

　
　
　
　
　
　
新
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予
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ま
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整
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課
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務

が
中
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半
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な
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気

が
す
る
が
。

　
　
　
　
　
ま
ち
整
備
課
の

業
務
内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
の
バ
リ

ア
フ
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ー
化
が
一
番
の
重
点
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項
に
な
る
。

　
都
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を
、
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け
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。
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端
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千
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科
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町
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年
齢
構
成
の
バ
ラ
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ス
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
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ス
タ
ッ
フ
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頑
張
れ
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体
制
づ
く
り
が
必
要
。
余

裕
を
持
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た
中
で
職
員
も
働

き
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し
い
ア
イ
デ
ア
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出
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り
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域
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こ
と
を
吸

収
す
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か
が
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の
里

庄
町
民
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っ
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。
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。
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。

　
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
財
政
的
に
は
、
当
然
人
件

費
だ
か
ら
負
担
が
か
か
る
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
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仁
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課
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科
英
議
員
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。
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。
答

弁
を
。

　
　
　
　
　
新
た
な
課
の
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の
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。
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月
か
ら
実
施
し
、
住
民

サ
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ビ
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請

　願

質

　疑

　
　
　
　
　
　
駐
車
場
と
、

隣
接
の
民
間
宅
地
開
発
、
合

わ
せ
て
開
発
の
総
面
積
は
、

駐
車
台
数
は
何
台
か
。

　
　
　
　
　
駐
車
場
と
宅
地

開
発
合
わ
せ
て
約
９
０
０
０

㎡
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
約
１

０
５
台
。

　
　
　
　
　
　
北
に
上
が
る

道
路
整
備
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
考
え
て
欲
し
い
が
。

　
　
　
　
　
詳
細
に
つ
い
て

は
、
予
算
決
算
委
員
会
で
説

明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
い
つ
頃
完
成

見
込
み
か
。

　
　
　
　
　
来
年
度
に
完
成

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が

流
動
的
。

　
　
　
　
　
　
里
見
７
１
６

号
線
の
二
期
分
の
補
正
が
計

完
成
見
込
み
は

上
さ
れ
て
い
る
が
、
何
期
ま

で
あ
る
の
か
。

　
完
成
は
い
つ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
四
期
ま
で

で
、
令
和
６
年
度
で
完
成
さ

せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
完
成
を
繰
り

上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
出
来
る
だ

け
早
く
す
る
。

　
　
　
　
　
　
一
期
、
二
期
、

三
期
と
は
、
ど
う
い
う
分
け

方
か
。

　
土
地
の
買
収
は
１
０
０
％

出
来
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
予
算
が
つ

い
た
額
に
合
わ
せ
て
発
注
を

し
て
い
る
。

　
用
地
は
、
あ
と
２
筆
残
で

努
力
す
る
。

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

仁
科
英
議
員

里庄町役場駐車場予定地（役場南）

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

農
林
建
設
課
長

農
林
建
設
課
長

農
林
建
設
課
長

　
町
道
里
見
２
２
９
号
線
か

ら
東
に
延
伸
す
る
町
道
里
見

７
１
６
号
線
に
つ
い
て
、
新

し
い
交
差
点
に
信
号
機
が
設

置
さ
れ
る
場
合
、
現
存
し
て

い
る
東
小
学
校
の
東
に
あ
る

点
滅
信
号
を
残
せ
な
い
の
か

と
い
う
質
疑
に
対
し
、
残
す

こ
と
は
難
し
い
と
い
う
答
弁

で
し
た
。

　
電
気
代
の
値
上
が
り
に
よ

り
、
中
学
校
や
つ
ば
き
の
丘

運
動
公
園
の
夜
間
照
明
な
ど
、

利
用
者
に
費
用
負
担
を
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致

で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

予
算
決
算
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

　
里
庄
町
道
路
線
の
廃
止
、

認
定
の
２
議
案
に
つ
い
て
、

農
林
建
設
課
の
案
内
で
現
地

調
査
、
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
路
線
の
起
点
の
ず
れ
は
、

現
地
調
査
で
問
題
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
道
路
を
横
断
す
る
水

路
に
鉄
板
を
敷
設
し
て
い
る

が
幅
が
狭
く
危
な
い
の
で
、

ポ
ー
ル
を
設
置
す
る
な
ど
安

全
対
策
を
施
す
よ
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致

で
認
定
す
べ
き
と
決
し
ま
し

た
。

「医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての労働者の
大幅賃上げを求める請願」は不採択

請　願 （建設福祉委員会）

　医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべ
ての労働者の大幅賃上げを求める。

町の課の分課、新設に伴い、常任委員会に於ける、所管の一部変更が必要となり改正したものです。
●総務文教委員会に「税務課の所管に関する事項」を追加します。
●建設福祉委員会に「まち整備課の所管に関する事項」を追加し、「国土調査室の所管に関する事項」
　を抹消します。

請願主旨

　医療・介護・保育・福祉などの業種だけに限定
するのではなく、全ての業種の賃上げを求めな
ければならない。これらの業種に限って大幅な
賃上げは必要ない。日本全体の労働者が賃金
ベースが上がらなくて困っている現状がある。

委員会審査 佐藤耕三議員
　一昨年秋の総選挙前に政府は、看護、福
祉、保健などのケア労働者の処遇改善を図
ることを表明している。
　介護職では月額９０００円の値上げして
も、ほかの業種に比べて所得が少ない。
　保育士の確保が必要なので、町は独自の
予算をつける。
　であるなら、国に対し予算を要求するの
が当たり前。

ここが賛成！

国に予算請求するのは当たり前

不採択 継続審査3：2

朝霧に包まれた「まこもたけ圃場」

議員発議
里庄町議会委員会条例の一部改正

一
般
会
計
補
正
予
算
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研

　修 新
年
の
挨
拶

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
明
る
く
健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
町
議

会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　数
年
来
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め
ぐ
る

状
況
は
依
然
と
し
て
油
断
の

な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
徐

々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ

つ
あ
る
こ
と
も
実
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
も
終
わ
り
が
見
え

ず
、
原
油
な
ど
の
資
源
価
格

が
高
騰
し
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
、
食
料
品
や
日
用
品
な

ど
の
物
価
高
な
ど
不
測
の
事

態
が
次
々
と
発
生
し
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
平
和
が

訪
れ
、
活
気
あ
る
日
常
を
取

り
戻
す
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　里
庄
町
で
は
、
高
齢
化
問

題
、
子
育
て
支
援
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
町
議
会
は
、
議
会
で
の
議

論
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
、
町

里
庄
町
議
会
議
長

岡
村 

咲
津
紀

民
の
皆
様
の
声
が
各
種
施
策

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
提
言
す

る
機
関
と
し
て
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
幸
せ
な
生
活
を

守
る
た
め
、
議
員
と
し
て
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

後列左から　　眞野博文　  小野光章 　 仁科千鶴子 　 藤井典幸　小野光三　 
前列左から　　髙田卓司　  平野敏弘 　 岡村咲津紀 　 仁科英麿　佐藤耕三

　政府の「子ども家庭庁」創設に伴い、各自
治体はあらゆる部署が子どもの視点にたっ
て、子供にとって必要な政策をさらに強化
推進し「子ども真ん中社会」の実現へ取り
組んでいくことになることを念頭に、地方自
治体が行う子ども政策や、今後の方向性に
ついての講話がありました。
　我が町での方向性はどうかを含め、今後
の子どもに対する町の施策について、町も、
議会もしっかりと取り組んでいかなければ
ならないと感じた研修となりました。

議員研修会

広報委員会研修会

研 修研 修

2023年1月26日㈭（リモートによる研修）

講 師／ 山口  慎太郎氏〈東京大学経済学研究科 教授〉

　久しぶりの広報研修を受講し感じたの
は、最近ではネットや携帯を利用し、住民
皆さんの意見や思いを情報収集、また議会
での活動を紹介する等の手法を取り入れて
いる状況に関心したところです。里庄町議
会でも、環境が整えば実施したいと思った
ところです。
　現状に於いては紙面での広報になります
が、「解りやすく」「読んで頂ける」広報紙
になるよう、取り組まなければならないと強
く感じたところです。

2023年1月13日㈮（リモートによる研修）

講 師／ 吉村　潔氏〈広報アナリスト〉

「未来の子どもたちのために本当に必要な政策とは」
　～子どもの育成を支援する社会の実現を目指して～

「紙とネットのハイブリッド広報を強化し議会をもっと身近に！」
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一
般
質
問

賛
否
表

里庄町
HP

会議録
閲覧・検索

里庄町
議会会議録

町議会

議会会議録は里庄町のホームページからご覧になれます
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/satosho/pg/index.html

12月定例会

町
政
を
問
う

4人の議員が登壇して質問！

① 国民健康保険税、子どもにかかる均等割り
　 廃止を
② 後期高齢者への医療費助成制度を
③ ため池の管理と埋め立ての手順

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

① 子育て支援
② 町道229号線の工事

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① 住宅開発と道路
髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① イノシシ駆除の抜本的強化
② 新ごみ焼却施設建設事業（７回目）
③ 科学少年少女１名に対する進学祝い金
　 寄付金30万円の受け入れ

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

賛 否 表

眞
野
博
文

○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

髙
田
卓
司

平
野
敏
弘

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

藤
井
典
幸

仁
科
千
鶴
子

議決
結果議案名

議員名

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

議案第63号 里庄町課設置条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第65号 里庄町職員定数条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第66号 里庄町職員の給与に関する条例等の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第67号 里庄町営住宅管理条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第68号 令和４年度里庄町一般会計補正予算（第７号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第69号 令和４年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第70号 令和４年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第71号 令和４年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第72号 令和４年度里庄町水道事業会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第73号 令和４年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第74号 里庄町道路線の廃止 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第75号 里庄町道路線の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第76号 人権擁護委員候補者の推薦 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

12
月

議案第64号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決里庄町議会議員及び里庄町長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の一部改正

請願第２号 ×× × × × × × ○ × 不採択医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての
労働者の大幅賃上げを求める請願

発議第２号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決里庄町議会委員会条例の一部を改正する条例

定
例
会

里庄町防災訓練（殿迫分館 自主防災会）

初日の出

議案第1号 令和４年度一般会計補正予算（第８号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決１
月

臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

　
令
和
５
年
１
月
26
日
、
第
１

回
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
１
件
が
上
程
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
事
業
開
始
日

以
降
に
、
妊
娠
届
を
提
出
後

５
万
円
、
出
生
届
を
提
出
後

に
５
万
円
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

事
業
開
始
日
よ
り
前
に
出
生

届
を
出
し
た
人
は
10
万
円
給

付
さ
れ
ま
す
。

伴
走
型
相
談
支
援
及
び

出
産・子
育
て
応
援
給
付

金
の一体
的
実
施
事
業

　
　
１
１
７
９
万
円

１回第
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議案第71号 令和４年度里庄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第72号 令和４年度里庄町水道事業会計補正予算（第３号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第73号 令和４年度里庄町公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第74号 里庄町道路線の廃止 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第75号 里庄町道路線の認定 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第76号 人権擁護委員候補者の推薦 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

12
月

議案第64号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決里庄町議会議員及び里庄町長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の一部改正

請願第２号 ×× × × × × × ○ × 不採択医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべての
労働者の大幅賃上げを求める請願

発議第２号 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決里庄町議会委員会条例の一部を改正する条例

定
例
会

里庄町防災訓練（殿迫分館 自主防災会）

初日の出

議案第1号 令和４年度一般会計補正予算（第８号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決１
月

臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算

臨時
　会
臨時
　会
臨時
　会

　
令
和
５
年
１
月
26
日
、
第
１

回
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
１
件
が
上
程
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
事
業
開
始
日

以
降
に
、
妊
娠
届
を
提
出
後

５
万
円
、
出
生
届
を
提
出
後

に
５
万
円
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

事
業
開
始
日
よ
り
前
に
出
生

届
を
出
し
た
人
は
10
万
円
給

付
さ
れ
ま
す
。

伴
走
型
相
談
支
援
及
び

出
産・子
育
て
応
援
給
付

金
の一体
的
実
施
事
業

　
　
１
１
７
９
万
円

１回第
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一
般
質
問

玉
島
笠
岡
道
路
の

完
成
に
よ
り
、
国

道
２
号
の
車
両
は
減
少
す
る

と
思
う
が
、
地
域
内
を
移
動

す
る
町
道
里
見
２
２
９
号
線

の
車
両
等
交
通
量
は
あ
ま
り

減
少
し
な
い
と
考
え
る
。

　
町
道
里
見
７
１
６
号
線
の

整
備
は
、
町
道
里
見
２
２
９

号
線
と
県
道
里
庄
地
頭
上
線
、

の
Ｔ
字
と
の
交
差
点
付
近
で

の
、
渋
滞
緩
和
や
歩
道
整
備

に
伴
う
児
童
・
生
徒
等
の
安

全
性
の
向
上
や
、
里
庄
東
小

学
校
南
東
の
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
の
あ
る
交
差
点
の
危
険

を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
交
通
量
の
増
減
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
費
用
に
見
合
う

効
果
は
十
分
に
あ
る
。

町
道
２
２
９
号
線

の
工
事
で
、
以
前

に
里
見
川
の
道
路
を
広
げ
る

か
、
も
し
く
は
待
避
所
を
造

る
べ
き
と
質
問
を
し
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

県
に
護
岸
整
備
を

要
望
し
、
順
次
整

備
を
し
て
い
る
。

　
町
道
里
見
ト
ク
１
号
線
の

拡
幅
は
、
里
見
７
１
６
号
線

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
整

備
を
す
る
予
定
。

２
２
９
号
線
の
計

画
は
、
国
道
２
号

線
の
渋
滞
の
迂
回
路
と
し
て

建
設
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
国
が
現
在
、
干
瓜
や
川
南

で
玉
島
笠
岡
道
路
を
建
設
し
、

令
和
７
年
に
完
成
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
２
２
９
号
線
の
工
事
は
や

ら
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
も
ち
ら
ほ
ら

聞
く
が
ど
う
か
。

一
般
質
問

平野　敏弘 議員

　子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 
町
長
／
先
進
的
事
例
を
研
究
す
る

均等割り廃止を
　　町民課長／考えていない

佐
藤

　耕
三 

議
員

子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
２
０
１
９

年
の
出
生
率
は
全
国
が
１
・

36
で
、
奈
義
町
は
全
国
の
倍

以
上
の
２
・
37
で
あ
る
。

　
里
庄
町
の
出
生
率
は
い
く

ら
か
。

里
庄
町
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
１
・

44
で
あ
る
。町

の
子
育
て
支
援

策
の
予
算
は
。

令
和
４
年
は
、
健

康
福
祉
課
関
係
で

小
児
医
療
費
助
成
事
業
が
約

６
２
０
０
万
円
、
児
童
発
達

支
援
事
業
が
約
９
１
７
０
万

円
。
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
が
９
０
０
万
円
。
産
後

ケ
ア
事
業
が
25
万
円
。
不
妊

治
療
助
成
金
60
万
円
。
合
計

問問

１
億
６
０
０
０
万
円
あ
ま
り
。

東
・
西
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営

負
担
金
が
２
９
２
７
万
円
。

東
・
西
幼
稚
園
の
預
か
り
保

育
は
支
援
員
の
賃
金
や
事
業

運
営
費
で
１
０
０
３
万
５
０

０
０
円
。

奈
義
町
の
取
り
組

み
を
町
長
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

奈
義
町
、
里
庄
町

も
含
め
岡
山
県
内
、

全
国
の
市
町
村
が
子
育
て
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
比

較
は
難
し
い
。

幼
稚
園
と
小
学
校

の
児
童
・
生
徒
の

数
は
。

２２９号線は必要か
　　農林建設課長／費用に見合う効果はある

問問

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
世

帯
と
被
保
険
者
の
数
は
。

３
０
１
世
帯
、
被

保
険
者
数
は
１
９

６
６
人
。

子
ど
も
の
均
等
割

を
高
校
卒
業
ま
で

廃
止
す
る
場
合
、
必
要
な
財

源
は
。

令
和
４
年
度
で
は

１
３
６
万
円
。

　
令
和
５
年
度
、
２
６
８
万

円
が
必
要
。子

ど
も
の
均
等
割

廃
止
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
い
る
が
、
里

庄
町
で
廃
止
す
る
考
え
は
。

町
と
し
て
考
え
て

い
な
い
。

保
険
料
を
払
う
子

と
払
わ
な
い
子
が

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

不
公
平
で
は
な
い
か
。

保
険
税
や
保
険
料

の
計
算
方
法
が
違

う
の
で
、
均
等
割
の
あ
る
な

し
の
違
い
は
致
し
方
な
い
。

問問問 町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長 問問

農
林
建
設

課

　
　長

副
町
長

副
町
長

東
幼
稚
園
が
35
人
、

西
幼
稚
園
は
49
人
。

東
小
学
校
が
３
０
１
人
、
西

小
学
校
は
３
６
０
人
。

奈
義
町
に
視
察
に

行
き
政
策
に
生
か

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

事
例
を
研
究
し
、

取
り
入
れ
ら
れ
る

も
の
は
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。 問

農
林
建
設

課

　
　長

独
自
の
医
療
費
助
成
制
度
を

 

町
民
課
長
／
設
け
る
考
え
は
な
い

10
月
か
ら
後
期
高

齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
が
一
定
の
所
得
が
あ

れ
ば
２
割
に
な
っ
た
。
一
定

の
所
得
と
は
い
く
ら
以
上
で

町
内
で
の
対
象
者
数
は
。

所
得
金
額
が
１
人

の
場
合
２
０
０
万

円
以
上
、
２
人
以
上
の
場
合

３
２
０
万
円
以
上
。

　
対
象
者
は
４
０
９
人
。

一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
若
い
人
に

比
べ
軽
減
措
置
が
な
く
な
れ

ば
４
倍
に
も
な
る
が
、
ど
う

考
え
る
か
。高

齢
に
な
れ
ば
病

院
に
か
か
る
機
会

も
多
い
。
あ
る
程
度
の
自
己

負
担
は
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問問

町
独
自
の
医
療
費

助
成
制
度
を
設
け

て
は
。

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
既
に

所
得
に
応
じ
て
限
度
額
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
町
独
自
の

制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

収
入
に
よ
り
税
金

が
高
く
な
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
給
付
は

一
律
で
あ
る
べ
き
と
い
う
声

も
あ
る
。
給
付
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

全
て
の
制
度
に
つ

い
て
皆
が
納
得
す

れ
ば
い
い
が
、
不
公
平
感
を

感
じ
る
人
も
い
る
と
思
う
。

　
不
公
平
感
を
な
く
す
制
度

設
計
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
し
、
そ
う
い
う
声
が

大
き
け
れ
ば
是
正
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
る
。

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

町
長

町
長

問

町
長

町
民

課
長

町
民

課
長

問問 町
民

課
長

た
め
池
埋
め
立
て
の
手
順
は

 

農
林
建
設
課
長
／
受
益
者
の
同
意
後
廃
止

高
齢
化
が
進
む
と
、

た
め
池
や
水
路
の

管
理
は
地
元
や
水
利
組
合
だ

け
で
は
で
き
な
く
な
る
が
、

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

池
や
水
路
の
日
常

管
理
を
全
て
町
が

行
う
こ
と
は
対
応
で
き
な
い
。

受
益
者
や
地
域
で
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

た
め
池
を
埋
め
立

て
る
際
の
手
順
は
。

受
益
地
範
囲
を
確

認
後
、
受
益
者
を

調
べ
廃
止
の
同
意
後
用
途
廃

止
す
る
。

　
そ
の
後
、
雨
水
流
域
が
大

き
く
下
流
に
浸
水
区
域
等
あ

る
場
合
は
、
調
整
池
と
し
て

残
す
。
雨
水
流
域
が
小
さ
く

堤
防
や
洪
水
吐
が
危
険
な
状

態
の
池
は
、
堤
防
等
の
改
修

は
行
わ
ず
排
水
処
理
の
み
で

埋
め
立
て
る
。

問問

水
利
権
者
の
了
承

を
得
ず
池
を
埋
め

て
い
る
池
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

そ
の
池
は
ど
う
す
る
の
か
。

そ
の
池
は
近
年
稲

作
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
水
利
関
係
者
が
不
明
だ
っ

た
の
で
、
受
益
地
か
ら
漏
れ

て
い
た
。

　
残
土
が
出
る
と
き
に
埋
め

る
が
、
最
終
的
に
防
火
用
水

と
し
て
残
す
予
定
。

今
後
高
齢
化
、
荒

廃
地
が
進
む
中
、

町
内
の
土
地
を
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
く
の
か
。

災
害
対
策
や
農
業

支
援
し
て
い
く
が
、

基
本
は
所
有
者
が
責
任
を
持

っ
て
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問問町
長
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一
般
質
問

玉
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笠
岡
道
路
の

完
成
に
よ
り
、
国

道
２
号
の
車
両
は
減
少
す
る

と
思
う
が
、
地
域
内
を
移
動

す
る
町
道
里
見
２
２
９
号
線

の
車
両
等
交
通
量
は
あ
ま
り

減
少
し
な
い
と
考
え
る
。

　
町
道
里
見
７
１
６
号
線
の

整
備
は
、
町
道
里
見
２
２
９

号
線
と
県
道
里
庄
地
頭
上
線
、

の
Ｔ
字
と
の
交
差
点
付
近
で

の
、
渋
滞
緩
和
や
歩
道
整
備

に
伴
う
児
童
・
生
徒
等
の
安

全
性
の
向
上
や
、
里
庄
東
小

学
校
南
東
の
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
の
あ
る
交
差
点
の
危
険

を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
交
通
量
の
増
減
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
費
用
に
見
合
う

効
果
は
十
分
に
あ
る
。

町
道
２
２
９
号
線

の
工
事
で
、
以
前

に
里
見
川
の
道
路
を
広
げ
る

か
、
も
し
く
は
待
避
所
を
造

る
べ
き
と
質
問
を
し
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

県
に
護
岸
整
備
を

要
望
し
、
順
次
整

備
を
し
て
い
る
。

　
町
道
里
見
ト
ク
１
号
線
の

拡
幅
は
、
里
見
７
１
６
号
線

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
整

備
を
す
る
予
定
。

２
２
９
号
線
の
計

画
は
、
国
道
２
号

線
の
渋
滞
の
迂
回
路
と
し
て

建
設
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
国
が
現
在
、
干
瓜
や
川
南

で
玉
島
笠
岡
道
路
を
建
設
し
、

令
和
７
年
に
完
成
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
２
２
９
号
線
の
工
事
は
や

ら
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
も
ち
ら
ほ
ら

聞
く
が
ど
う
か
。

一
般
質
問

平野　敏弘 議員

　子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

町
長
／
先
進
的
事
例
を
研
究
す
る

均等割り廃止を
　　町民課長／考えていない

佐
藤

　耕
三 

議
員

子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
２
０
１
９

年
の
出
生
率
は
全
国
が
１
・

36
で
、
奈
義
町
は
全
国
の
倍

以
上
の
２
・
37
で
あ
る
。

　
里
庄
町
の
出
生
率
は
い
く

ら
か
。

里
庄
町
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
１
・

44
で
あ
る
。町

の
子
育
て
支
援

策
の
予
算
は
。

令
和
４
年
は
、
健

康
福
祉
課
関
係
で

小
児
医
療
費
助
成
事
業
が
約

６
２
０
０
万
円
、
児
童
発
達

支
援
事
業
が
約
９
１
７
０
万

円
。
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
が
９
０
０
万
円
。
産
後

ケ
ア
事
業
が
25
万
円
。
不
妊

治
療
助
成
金
60
万
円
。
合
計

問問

１
億
６
０
０
０
万
円
あ
ま
り
。

東
・
西
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営

負
担
金
が
２
９
２
７
万
円
。

東
・
西
幼
稚
園
の
預
か
り
保

育
は
支
援
員
の
賃
金
や
事
業

運
営
費
で
１
０
０
３
万
５
０

０
０
円
。

奈
義
町
の
取
り
組

み
を
町
長
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

奈
義
町
、
里
庄
町

も
含
め
岡
山
県
内
、

全
国
の
市
町
村
が
子
育
て
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
比

較
は
難
し
い
。

幼
稚
園
と
小
学
校

の
児
童
・
生
徒
の

数
は
。

２２９号線は必要か
　　農林建設課長／費用に見合う効果はある

問問

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
世

帯
と
被
保
険
者
の
数
は
。

３
０
１
世
帯
、
被

保
険
者
数
は
１
９

６
６
人
。

子
ど
も
の
均
等
割

を
高
校
卒
業
ま
で

廃
止
す
る
場
合
、
必
要
な
財

源
は
。

令
和
４
年
度
で
は

１
３
６
万
円
。

　
令
和
５
年
度
、
２
６
８
万

円
が
必
要
。子

ど
も
の
均
等
割

廃
止
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
い
る
が
、
里

庄
町
で
廃
止
す
る
考
え
は
。

町
と
し
て
考
え
て

い
な
い
。

保
険
料
を
払
う
子

と
払
わ
な
い
子
が

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

不
公
平
で
は
な
い
か
。

保
険
税
や
保
険
料

の
計
算
方
法
が
違

う
の
で
、
均
等
割
の
あ
る
な

し
の
違
い
は
致
し
方
な
い
。

問問問 町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長

町
民

課
長 問問

農
林
建
設

課

　
　長

副
町
長

副
町
長

東
幼
稚
園
が
35
人
、

西
幼
稚
園
は
49
人
。

東
小
学
校
が
３
０
１
人
、
西

小
学
校
は
３
６
０
人
。

奈
義
町
に
視
察
に

行
き
政
策
に
生
か

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

事
例
を
研
究
し
、

取
り
入
れ
ら
れ
る

も
の
は
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。 問

農
林
建
設

課

　
　長

独
自
の
医
療
費
助
成
制
度
を

 

町
民
課
長
／
設
け
る
考
え
は
な
い

10
月
か
ら
後
期
高

齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
が
一
定
の
所
得
が
あ

れ
ば
２
割
に
な
っ
た
。
一
定

の
所
得
と
は
い
く
ら
以
上
で

町
内
で
の
対
象
者
数
は
。

所
得
金
額
が
１
人

の
場
合
２
０
０
万

円
以
上
、
２
人
以
上
の
場
合

３
２
０
万
円
以
上
。

　
対
象
者
は
４
０
９
人
。

一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
若
い
人
に

比
べ
軽
減
措
置
が
な
く
な
れ

ば
４
倍
に
も
な
る
が
、
ど
う

考
え
る
か
。高

齢
に
な
れ
ば
病

院
に
か
か
る
機
会

も
多
い
。
あ
る
程
度
の
自
己

負
担
は
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問問

町
独
自
の
医
療
費

助
成
制
度
を
設
け

て
は
。

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
既
に

所
得
に
応
じ
て
限
度
額
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
町
独
自
の

制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

収
入
に
よ
り
税
金

が
高
く
な
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
給
付
は

一
律
で
あ
る
べ
き
と
い
う
声

も
あ
る
。
給
付
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

全
て
の
制
度
に
つ

い
て
皆
が
納
得
す

れ
ば
い
い
が
、
不
公
平
感
を

感
じ
る
人
も
い
る
と
思
う
。

　
不
公
平
感
を
な
く
す
制
度

設
計
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
し
、
そ
う
い
う
声
が

大
き
け
れ
ば
是
正
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
る
。

教
委
事
務

局

　
　長

教
委
事
務

局

　
　長

町
長

町
長

問

町
長

町
民

課
長

町
民

課
長

問問 町
民

課
長

た
め
池
埋
め
立
て
の
手
順
は

 

農
林
建
設
課
長
／
受
益
者
の
同
意
後
廃
止

高
齢
化
が
進
む
と
、

た
め
池
や
水
路
の

管
理
は
地
元
や
水
利
組
合
だ

け
で
は
で
き
な
く
な
る
が
、

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

池
や
水
路
の
日
常

管
理
を
全
て
町
が

行
う
こ
と
は
対
応
で
き
な
い
。

受
益
者
や
地
域
で
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

た
め
池
を
埋
め
立

て
る
際
の
手
順
は
。

受
益
地
範
囲
を
確

認
後
、
受
益
者
を

調
べ
廃
止
の
同
意
後
用
途
廃

止
す
る
。

　
そ
の
後
、
雨
水
流
域
が
大

き
く
下
流
に
浸
水
区
域
等
あ

る
場
合
は
、
調
整
池
と
し
て

残
す
。
雨
水
流
域
が
小
さ
く

堤
防
や
洪
水
吐
が
危
険
な
状

態
の
池
は
、
堤
防
等
の
改
修

は
行
わ
ず
排
水
処
理
の
み
で

埋
め
立
て
る
。

問問

水
利
権
者
の
了
承

を
得
ず
池
を
埋
め

て
い
る
池
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

そ
の
池
は
ど
う
す
る
の
か
。

そ
の
池
は
近
年
稲

作
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
水
利
関
係
者
が
不
明
だ
っ

た
の
で
、
受
益
地
か
ら
漏
れ

て
い
た
。

　
残
土
が
出
る
と
き
に
埋
め

る
が
、
最
終
的
に
防
火
用
水

と
し
て
残
す
予
定
。

今
後
高
齢
化
、
荒

廃
地
が
進
む
中
、

町
内
の
土
地
を
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
く
の
か
。

災
害
対
策
や
農
業

支
援
し
て
い
く
が
、

基
本
は
所
有
者
が
責
任
を
持

っ
て
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問問町
長



　
し
か
し
強
制
力
が
な
い
の

は
確
か
だ
が
、
条
例
等
で
規

制
が
で
き
る
か
、
現
時
点
で

は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
後
研
究
を
し
て
い
く
。

　
水
路
管
理
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
言
う
と
お
り
だ
と
思

う
。
実
際
複
数
カ
所
あ
る
。

　
将
来
の
管
理
の
こ
と
も
含

め
て
開
発
業
者
と
し
っ
か
り

話
を
し
て
、
困
ら
な
い
形
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

話
を
し
て
も
聞
か

な
い
業
者
も
い
る
。

川
の
管
理
は
行
政
の
責
任
で

あ
る
。

　
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
な
ら
参
考
に
し

て
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

開
発
区
の
道
路
の

将
来
的
な
問
題
、

そ
し
て
水
路
の
管
理
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
進
め
て
、

適
正
な
管
理
が
で
き
る
よ
う

研
究
し
て
い
き
た
い
。

町
が
受
け
取
っ
て

困
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
法
整
備
等
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
協
議
の
時
に
、
町
に
協
力

す
る
業
者
に
は
資
材
の
提
供

な
ど
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
の
規
制

は
関
係
法
令
に
も

な
く
、
強
制
的
に
駄
目
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
今
の
時

点
で
は
難
し
い
。

　
開
発
時
の
協
議
中
で
、
協

力
的
な
業
者
に
対
し
て
は
寄

付
を
受
け
る
が
、
非
協
力
的

な
業
者
に
対
し
て
は
寄
付
の

申
し
出
が
あ
っ
て
も
受
け
取

れ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思

う
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

仁
科

　英
麿 

議
員

髙田　卓司 議員

　開
発
団
地
内
の
道
路
寄
付
は

　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
受
け
取
ら
な
い
場
合
も
あ
る

川の管理道確保は
　　　　　町長／調査研究をする

　
里
庄
町
は
、
立
地
条
件
が

良
い
の
で
「
住
み
よ
い
、
便

利
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

毎
年
住
宅
開
発
が
何
件
か
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
も
開
発
が
進
む
と
思

わ
れ
る
。

　
住
宅
内
に
道
路
を
造
る
が
、

い
ず
れ
は
町
道
と
し
て
受
け

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
行
き
止

ま
り
の
道
で
あ
る
。

町
道
と
し
て
受
け

取
る
と
行
き
止
ま

り
で
は
将
来
困
る
問
題
が
起

き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
行
き

止
ま
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

指
導
監
督
す
る
べ
き
で
は
。

問

町
も
、
通
り
抜
け

で
き
な
い
行
き
止

ま
り
の
道
路
は
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。
開
発
時

に
は
通
り
抜
け
で
き
る
道
路

計
画
に
し
て
も
ら
う
よ
う
開

発
業
者
と
協
議
し
て
い
る
。

　
開
発
規
模
や
地
形
的
な
こ

と
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
行

き
止
ま
り
道
路
の
造
成
計
画

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
３
０
０
０
㎡
未
満
の
開
発

で
、
町
が
言
え
る
範
囲
が
限

ら
れ
て
る
と
言
う
こ
と
も
理

解
し
て
ほ
し
い
。

イノシシ対策、早く徹底的に
　　　町長／考えられる方策をしっかり取っていく

最
近
、
町
内
の
至

る
と
こ
ろ
で
イ
ノ

シ
シ
が
出
没
し
、
被
害
も
激

増
し
て
い
る
と
聞
く
。

　
町
は
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
。

捕
獲
頭
数
は
、
令

和
元
年
36
頭
（
８

か
月
）、
２
年
68
頭（
９
か
月
）、

３
年
１
１
２
頭
（
12
か
月
）、

４
年
１
０
５
頭
（
11
か
月
）

で
、
被
害
も
増
加
し
て
い
る
。

全
国
的
に
も
、
平

成
30
年
90
万
頭
、

令
和
２
年
１
３
５
万
頭
と
、

大
爆
発
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
山
間
部
か
ら
里

の
方
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
町
の
対
策
は
。

①
猟
友
会
と
連
携

し
、
被
害
地
区
内

に
集
中
的
に
わ
な
を
仕
掛
け

る
、
②
狩
猟
免
許
の
取
得
や

猟
銃
の
所
持
許
可
に
関
す
る

費
用
の
助
成
、
③
農
地
へ
の

防
護
柵
の
設
置
に
係
る
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
全

く
不
十
分
だ
っ
た

問問

こ
と
が
、
今
分
か
っ
た
。

　
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
か
ら
も
、
農
業
政
策
か
ら

も
、
考
え
方
を
変
え
、
新
た

な
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
。

　
こ
れ
は
も
う
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
。
経
費
は
全
額
公

費
で
賄
う
と
い
う
考
え
に
立

っ
て
行
う
べ
き
で
は
。

こ
れ
ま
で
の
対
策

は
、
十
分
効
果
が

あ
っ
た
。

　
荒
廃
農
地
が
隠
れ
場
所
に

な
っ
た
り
、
放
置
さ
れ
た
農

作
物
が
イ
ノ
シ
シ
を
呼
び
寄

せ
る
と
い
っ
た
現
状
も
あ
る
。

　
先
ず
は
、
所
有
す
る
農
地

を
自
分
で
守
る
と
い
う
基
本

的
な
対
策
も
何
よ
り
重
要
。

　
全
額
公
費
で
の
対
応
は
、

今
は
考
え
て
い
な
い
。

土
地
の
所
有
者
の

責
任
だ
等
、
と
ん

で
も
な
い
話
だ
。

　
効
果
的
な
対
策
を
吟
味
す

る
た
め
、
専
門
家
を
入
れ
て
、

基
本
的
な
検
討
の
場
を
設
け

る
べ
き
で
は
。

県
と
連
携
し
て
、

Ｉ
Ｏ
Ｔ
カ
メ
ラ
を

問

問

農
林
建
設

課

　
　長

問
農
林
建
設

課

　
　長

　
今
現
在
、
川
は
何
ら
か
の

改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
50
〜
60

年
寿
命
と
言
わ
れ
て
お
り
維

持
管
理
に
管
理
道
が
必
要
に

な
る
が
全
く
管
理
道
の
無
い

と
こ
ろ
が
多
い
。

管
理
道
の
無
い
所

が
開
発
さ
れ
る
時
、

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

川
に
隣
接
し
て
開

発
さ
れ
て
、
結
果

的
に
管
理
道
が
な
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
確
か
に
あ
る
。

管
理
道
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
町
も
十
分
認
識
し
て
い

る
。

　
そ
の
後
は
管
理
道
確
保
す

る
形
で
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
町
と
し
て
で
き
る

協
力
を
し
、
管
理
道
の
確
保

を
し
た
い
。で

き
る
だ
け
で
は

だ
め
だ
。
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
業
者
が
い
る
。

民
地
で
家
を
建
て
ら
れ
た
ら

ど
う
す
る
。

　
今
の
う
ち
に
法
整
備
な
ど

を
す
る
べ
き
で
は
。

　
町
長
は
ど
う
考
え
る
。

町
道
の
受
け
取
り

に
つ
い
て
は
、
昔

は
指
導
要
項
も
な
か
っ
た
。

　
今
は
里
庄
町
開
発
事
業
の

調
整
に
関
す
る
指
導
要
項
に

基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
。

問

活
用
し
た
箱
わ
な
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。

も
っ
と
抜
本
的
な

対
策
を
議
論
す
る

場
を
設
け
る
意
味
で
質
問
し

て
い
る
。

　
業
者
委
託
も
考
え
る
べ
き
。

制
度
上
困
難
。

大
き
な
箱
わ
な
等

を
仕
掛
け
て
、
一

斉
に
殺
処
分
す
る
、
毒
物
を

使
う
等
は
ど
う
か
。

一
斉
に
捕
獲
す
る

の
は
、
難
し
い
。

　
毒
物
な
ど
を
使
用
し
た
猟

は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

捕
ま
え
た
後
は
、

薬
物
も
使
え
る
。

　
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
考

え
て
欲
し
い
。

　
捕
獲
補
助
金
の
大
幅
な
増

額
、
及
び
免
許
手
数
料
の
全

額
補
助
は
。成

獣
１
頭
の
捕
獲

に
、
非
狩
猟
期
２

万
４
０
０
０
円
、
狩
猟
期
２

万
円
出
し
て
い
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

町
長

町
長

問問

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

問問問

幼
獣
や
狩
猟
期
は

安
い
の
は
、
お
か

し
い
。

　
ま
た
、
町
費
は
１
万
３
０

０
０
円
を
倍
増
し
て
は
。

現
在
の
単
価
で
い

き
た
い
。

防
護
柵
補
助
も
非

常
に
小
さ
い
。

　
全
額
補
助
に
し
て
は
。

資
材
補
助
の
単
価

見
直
し
を
、
来
年

度
に
検
討
し
た
い
。

資
材
だ
け
で
な
く
、

工
事
費
や
人
件
費
、

運
搬
費
も
、
全
部
町
が
持
つ

気
持
ち
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
い
う
気
持
ち

は
今
持
っ
て
な
い
。

や
り
ま
せ
ん
で
済

む
話
で
は
な
い
。

　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

専
門
家
を
集
め
て
徹
底
的
に

研
究
し
て
は
。

有
害
鳥
獣
の
被
害

防
止
は
、
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
人
と
相
談

し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設
課

参

　
　事

問問問問

今
は
、
イ
ノ
シ
シ

に
焦
点
を
絞
っ
て
、

早
く
徹
底
的
に
手
を
打
つ
方

策
を
考
え
る
べ
き
。

　
全
員
が
取
り
組
め
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
る
、
ふ
る
さ

と
納
税
も
ど
ん
と
上
が
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
補
助
金
も

ど
ん
と
出
し
て
。

補
助
額
を
２
倍
に

す
れ
ば
捕
獲
頭
数

が
爆
発
的
に
増
え
る
か
は
、

エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
。

　
考
え
ら
れ
る
方
策
を
し
っ

か
り
取
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

問

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
平
成
11
年
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
測
定
値
が
出
て
く
る
ま

で
に
１
年
半
か
か
っ
た
の

は
、
議
会
の
軽
視
で
は
。

Ａ
そ
の
認
識
は
な
い
。

Ｑ
科
学
少
年
少
女
へ
の
進
学

祝
い
金
寄
附
金
30
万
円

（
毎
年
１
人
に
２
万
円
と

事
務
費
の
10
年
分
）
の
受

入
れ
に
、
何
故
町
長
は
反

対
な
の
か
。

Ａ
公
平
公
正
に
１
人
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
。



　
し
か
し
強
制
力
が
な
い
の

は
確
か
だ
が
、
条
例
等
で
規

制
が
で
き
る
か
、
現
時
点
で

は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
後
研
究
を
し
て
い
く
。

　
水
路
管
理
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
言
う
と
お
り
だ
と
思

う
。
実
際
複
数
カ
所
あ
る
。

　
将
来
の
管
理
の
こ
と
も
含

め
て
開
発
業
者
と
し
っ
か
り

話
を
し
て
、
困
ら
な
い
形
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

話
を
し
て
も
聞
か

な
い
業
者
も
い
る
。

川
の
管
理
は
行
政
の
責
任
で

あ
る
。

　
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
な
ら
参
考
に
し

て
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

開
発
区
の
道
路
の

将
来
的
な
問
題
、

そ
し
て
水
路
の
管
理
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
を
進
め
て
、

適
正
な
管
理
が
で
き
る
よ
う

研
究
し
て
い
き
た
い
。

町
が
受
け
取
っ
て

困
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
法
整
備
等
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
協
議
の
時
に
、
町
に
協
力

す
る
業
者
に
は
資
材
の
提
供

な
ど
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
の
規
制

は
関
係
法
令
に
も

な
く
、
強
制
的
に
駄
目
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
今
の
時

点
で
は
難
し
い
。

　
開
発
時
の
協
議
中
で
、
協

力
的
な
業
者
に
対
し
て
は
寄

付
を
受
け
る
が
、
非
協
力
的

な
業
者
に
対
し
て
は
寄
付
の

申
し
出
が
あ
っ
て
も
受
け
取

れ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思

う
。
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髙田　卓司 議員

　開
発
団
地
内
の
道
路
寄
付
は

　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
受
け
取
ら
な
い
場
合
も
あ
る

川の管理道確保は
　　　　　町長／調査研究をする

　
里
庄
町
は
、
立
地
条
件
が

良
い
の
で
「
住
み
よ
い
、
便

利
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

毎
年
住
宅
開
発
が
何
件
か
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
も
開
発
が
進
む
と
思

わ
れ
る
。

　
住
宅
内
に
道
路
を
造
る
が
、

い
ず
れ
は
町
道
と
し
て
受
け

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
行
き
止

ま
り
の
道
で
あ
る
。

町
道
と
し
て
受
け

取
る
と
行
き
止
ま

り
で
は
将
来
困
る
問
題
が
起

き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
行
き

止
ま
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

指
導
監
督
す
る
べ
き
で
は
。

問

町
も
、
通
り
抜
け

で
き
な
い
行
き
止

ま
り
の
道
路
は
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。
開
発
時

に
は
通
り
抜
け
で
き
る
道
路

計
画
に
し
て
も
ら
う
よ
う
開

発
業
者
と
協
議
し
て
い
る
。

　
開
発
規
模
や
地
形
的
な
こ

と
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
行

き
止
ま
り
道
路
の
造
成
計
画

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
３
０
０
０
㎡
未
満
の
開
発

で
、
町
が
言
え
る
範
囲
が
限

ら
れ
て
る
と
言
う
こ
と
も
理

解
し
て
ほ
し
い
。

イノシシ対策、早く徹底的に
　　　町長／考えられる方策をしっかり取っていく

最
近
、
町
内
の
至

る
と
こ
ろ
で
イ
ノ

シ
シ
が
出
没
し
、
被
害
も
激

増
し
て
い
る
と
聞
く
。

　
町
は
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
。

捕
獲
頭
数
は
、
令

和
元
年
36
頭
（
８

か
月
）、
２
年
68
頭（
９
か
月
）、

３
年
１
１
２
頭
（
12
か
月
）、

４
年
１
０
５
頭
（
11
か
月
）

で
、
被
害
も
増
加
し
て
い
る
。

全
国
的
に
も
、
平

成
30
年
90
万
頭
、

令
和
２
年
１
３
５
万
頭
と
、

大
爆
発
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
山
間
部
か
ら
里

の
方
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
町
の
対
策
は
。

①
猟
友
会
と
連
携

し
、
被
害
地
区
内

に
集
中
的
に
わ
な
を
仕
掛
け

る
、
②
狩
猟
免
許
の
取
得
や

猟
銃
の
所
持
許
可
に
関
す
る

費
用
の
助
成
、
③
農
地
へ
の

防
護
柵
の
設
置
に
係
る
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
全

く
不
十
分
だ
っ
た

問問

こ
と
が
、
今
分
か
っ
た
。

　
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
か
ら
も
、
農
業
政
策
か
ら

も
、
考
え
方
を
変
え
、
新
た

な
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
。

　
こ
れ
は
も
う
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
。
経
費
は
全
額
公

費
で
賄
う
と
い
う
考
え
に
立

っ
て
行
う
べ
き
で
は
。

こ
れ
ま
で
の
対
策

は
、
十
分
効
果
が

あ
っ
た
。

　
荒
廃
農
地
が
隠
れ
場
所
に

な
っ
た
り
、
放
置
さ
れ
た
農

作
物
が
イ
ノ
シ
シ
を
呼
び
寄

せ
る
と
い
っ
た
現
状
も
あ
る
。

　
先
ず
は
、
所
有
す
る
農
地

を
自
分
で
守
る
と
い
う
基
本

的
な
対
策
も
何
よ
り
重
要
。

　
全
額
公
費
で
の
対
応
は
、

今
は
考
え
て
い
な
い
。

土
地
の
所
有
者
の

責
任
だ
等
、
と
ん

で
も
な
い
話
だ
。

　
効
果
的
な
対
策
を
吟
味
す

る
た
め
、
専
門
家
を
入
れ
て
、

基
本
的
な
検
討
の
場
を
設
け

る
べ
き
で
は
。

県
と
連
携
し
て
、

Ｉ
Ｏ
Ｔ
カ
メ
ラ
を

問

問

農
林
建
設

課

　
　長

問
農
林
建
設

課

　
　長

　
今
現
在
、
川
は
何
ら
か
の

改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
50
〜
60

年
寿
命
と
言
わ
れ
て
お
り
維

持
管
理
に
管
理
道
が
必
要
に

な
る
が
全
く
管
理
道
の
無
い

と
こ
ろ
が
多
い
。

管
理
道
の
無
い
所

が
開
発
さ
れ
る
時
、

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

川
に
隣
接
し
て
開

発
さ
れ
て
、
結
果

的
に
管
理
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が
な
く
な
っ
て

い
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こ
ろ
が
確
か
に
あ
る
。

管
理
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の
必
要
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に
つ
い
て

は
、
町
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十
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認
識
し
て
い

る
。

　
そ
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後
は
管
理
道
確
保
す

る
形
で
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
町
と
し
て
で
き
る

協
力
を
し
、
管
理
道
の
確
保

を
し
た
い
。で

き
る
だ
け
で
は

だ
め
だ
。
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
業
者
が
い
る
。

民
地
で
家
を
建
て
ら
れ
た
ら

ど
う
す
る
。

　
今
の
う
ち
に
法
整
備
な
ど

を
す
る
べ
き
で
は
。

　
町
長
は
ど
う
考
え
る
。

町
道
の
受
け
取
り

に
つ
い
て
は
、
昔

は
指
導
要
項
も
な
か
っ
た
。

　
今
は
里
庄
町
開
発
事
業
の

調
整
に
関
す
る
指
導
要
項
に

基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
。

問

活
用
し
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わ
な
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。

も
っ
と
抜
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的
な
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る
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で
質
問
し
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。
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。
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。
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な
等

を
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、
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で
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視
で
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進
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年
１
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に
２
万
円
と

事
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費
の
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分
）
の
受

入
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に
、
何
故
町
長
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対
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の
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。
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公
平
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に
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と
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で
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た
め
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　新年あけましておめでとうございます。
癸（みずのと）卯は努力が実を結び成長し
飛躍する年といわれています。
　昨年のウクライナ危機・物価の高騰
など乗り越え、今年一年が皆様にとって
良い一年になることを願っています。
　これからも親しまれる議会だよりの発
行に努めてまいります。

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

令和5年3月定例会は、3月3日（金）から始まる予定です。

　文
化
協
会
ち
ぎ
り
絵
部
は

講
師
の
自
宅
、
中
央
公
民
館
、

図
書
館
の
三
カ
所
の
グ
ル
ー

プ
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
な
い
時
は
、
バ

ス
を
貸
し
切
り
が
ん
ぴ
舎

（
米
子
）
に
紙
を
買
い
に
い

く
の
で
す
が
、
旅
行
を
兼
ね

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

コ
ロ
ナ
禍
で
行
く
こ
と
が
出

来
ず
残
念
で
す
。
各
自
各
々

の
デ
ザ
イ
ン
を
思
い
浮
か
ん

で
い
る
作
品
に
思
い
を
寄
せ

て
、
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
バ

ス
の
中
は
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
す
。

　二
月
の
合
同
展
、
文
化
祭
、

十
一
月
に
は
ち
ぎ
り
絵
展
示

が
あ
り
ま
す
。
展
示
中
は
、

文
化
協
会
の
書
道
部
の
人
々

の
協
力
の
お
か
げ
で
生
花
を

飾
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　会
場
は
一
段
と
華
や
か
に

な
り
ま
す
。
こ
の
展
示
の
た

め
の
作
品
作
り
は
、
苦
悩
し

な
が
ら
も
、
出
来
上
が
っ
た

作
品
に
は
喜
び
が
こ
み
あ
が

っ
て
き
ま
す
。

　あ
り
が
た
い
事
に
毎
年
大

勢
の
人
々
に
お
い
で
頂
き
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　部
員
達
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、
笠
岡
ワ
コ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
の
展
示
も
さ
せ

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
リー
ズ 活活動動こんなこんな しています！しています！

第9回

（11）……………………………………………町政を問う！（4人が登壇）
（16）…………シリーズ こんな活動をしています（文化協会 ちぎり絵部）

里
庄
町
文
化
協
会

　
　
　 

ち
ぎ
り
絵
部

………………………………………………………………（3）条例一部改正
…………………………………………………………………（9）委員会研修

（佐藤）

夢に向かって（はたちの集い）夢に向かって（はたちの集い）


